
47/6 
比 316

昭和47年 6月 1日発行
発行所 富山県魚津市役所

く干 937) 

昭和27年9月13日第3種郵
便物認可/毎月1日1回発
行/定価1部10円

屈
寵

(
と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
)

人口のうごき (4月期

世帯数 11，842位借
入口(男)22.680人

(女)24.667人
(男) (女)

40人 43人
10 10 
114 115 
155 172 

生

亡

入

出

出

死

転

転

朝
間
は野
球じ
大
会

る

ま

第
四
回
朝
間
野
球
大
会
は
、

5
月
日
日
か
ら
は
じ

ま
り
ま
し
た
。
開
会
式
は
四
日
市
営
グ
ラ
ン
ド
で
ひ

ら
か
れ
、
参
加
三
十
七
チ
l
ム
の
入
場
行
進
に
つ
い

で
、
盛
池
北
日
本
新
聞
魚
崎
伴
支
社
長
、
清
河
市
長
か

ら
激
励
の
と
と
ば
が
あ
り
、
北
電
電
力
所
対
市
役
所

チ
l
ム
の
対
戦
か
ら
試
合
が
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
か
ら
市
営
.
グ
ラ

ン
ド
と
、
西
部
中
グ
ラ
ン

ド
の
二
会
場
を
使

っ
て
、
毎
朝

6
時
か
ら
試
合
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
優
勝
戦
は

6
月
中
旬
に
な
る

予
定
で
す
。
若
人
た
ち
は
、
朝
の
す
み
き
っ
た
空
気

を
い
っ
ぱ
い
す
い
こ
ん
で
熱
戦
を
展
開
し
て
い
ま

す。
(写
真
は
魚
津
ス
タ
l

レ
l
ン
対
新
川
信
用
金
庫

の
試
合
)
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組

織

議

会

ひ

ら

く

新
し
い
議
員
に
よ
る
初
の
市
議
会
は

5
月
四
日
招
集
さ
れ
、

正
副
議
長
、

常
任
委
員
な
ど
を
き
め
た
あ
と
、
市
税
条
例
を
一

部
改
正
す
る
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

四
日
ひ
ら
か
れ
た
組
織
議
会
で
は
、

ま
ず
、

最
年
長
の
長
谷
川
作
次
郎
議
員

が
臨
時
議
長
と
な
り
、

議
長
の
選
出
に

入
り
、

選
挙
に
よ
っ
て
中
尾
政
一

氏
を

選
び
ま
し
た
。
乙
の
あ
と
議
長
が
交
替

し、

副
議
長
に
河
崎
直
治
氏
を
選
ぴ、

さ
ら
に
常
任
委
員
、
議
会
選
出
の
監
査

委
員
、
新
川
広
域
圏
組
合
議
員
、
新
川

育
成
牧
場
組
合
議
員
な
ど
を
き
め
ま
し

た。
ま
た
、
地
方
税
法
の
改
正
に
と
も
な

う
専
決
処
分
し
た
市
税
条
例
を
一
部
改

正
す
る
こ
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

。
中
尾
政

一

づお、っ報広

マ
議
長
野
)

マ
副
議
長

第3種郵便物認可

(
六
十
歳
、
長
引

議長副議長

山
谷
)

マ
常
任
委
員
会
委
員

(O
は
委
員
長

O
は
副
委
員
長
)

〈
総
務
委
員
会
〉

。
高
慶
平
之
丞

O
石
崎
七
郎
中

田

尚

花

岡

嘉
文
宮
島
竹
二

伊
藤
甚

一

後
藤
広
作

〈
建
設
委
員
会
〉

。
石
川
庄
之
助

O
河
崎
浩
浜
多

弘

之

河

崎
直
治

大
久
保
松
治

中
尾
政

一
朝
野
治
作
長
谷
川
作

中尾政一氏河崎直治氏

次
郎

〈産
業
経
済
委
員
会
〉

。
吉
田
甚
蔵

O
後
藤
吉
松
長
田

日
晴

新
田
川
清
松
寺
田
輿
次
郎

加
藤
成
司

吉

井

正
男
野
崎
栄
吉

〈
文
教
厚
生
委
員
会
〉

。
久
保
田
邦
一

O
宮
田
只
夫
林

照
夫
田
中
光
幸
本
国
友
次
郎

本
田
正
一
若
島
正
敬

マ
監
査
委
員
日
大
久
保
松
治

マ
新
川
広
域
圏
組
合
議
員
H
中
尾
政
一

若
島
正
敬
後
藤
広
作
野
崎
栄
吉

マ
新
川
育
成
牧
場
組
合
議
員
H
中
尾
政

一
吉
田
甚
蔵

圃
市
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
て

個
人
住
民
税
の
所
得
控
除
額
の
引
上

げ
な
ど
の
措
置
が
4
月
1
日
か
ら
と

ら
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
と
も
な
い
市
税
条
例
の
一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
障
害
者
、
末
成
年

老
年
者
、

寡
婦
に
つ
い
て
非
課
税
の

範
囲
が
年
所
得
三
十
五
万
円
か
ら
三

十
八
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
た
の
を
は

じ
め
、
心
障
者
扶
養
共
済
制
度
に
も

と
づ
く
掛
金
の
控
除
額
が
、
小
規
模

企
業
共
済
掛
金
控
除
と
統
合
さ
れ
た

こ
と
な
ど
き
め
ら
れ
ま
し
た
。

し
た
。ま
た
、
所
得
税
法
の
改
正
に
よ
り

住
民
税
に
お
い
て
も
、

適
用
さ
れ
る
と
と
に

な
っ
た
控
除
額
の
引

上
げ
な
ど
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
給
与
所
得
控
除
額

は
、
定
額
控
除
が

十
二
万
二
千
五
百

円
(
改
正
前
十
万

円
)
に
引
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

①
配
偶
者
控
除
や
扶

養
控
除
の
適
用
を

受
け
ら
れ
る
配
偶 しの市県民税と

ヲ

」

ー
ー

一
千
七
百
万
円
の
減
税

区 分|控 除 額

基礎控除 15万円 04万円〉

配偶者控除 14万円 03万円)

扶 養控除 11万円 (10万円)
配第偶1人者が目のな鐙い除と額き 12万円 (11万円〉

障害者控除
隊1答0万者1円人につ(い9て万円)

特1別2院万答円者は (11万円〉

老勤年労者学生・寡控除婦 そ1れ0ぞ万れ円 (9万円〉

こ
ん

ど
の
国

ム去で、

地
方
税

法
の

一

部
が
改

正
さ
れ

各
種
控

除
額
が

①
表
の

よ
う
に

な
り
ま

改正された控除額①表

U
年
度
の
市
県
民
税
は
、

各
種
控
除
額
が

引
上
げ
ら
れ
、
税
金
が
安
く
な
り
ま
す
。
こ

の
控
除
額
の
引
上
げ
で
、
一
千
七
百
万
円
程

度
の
減
税
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
つ
ぎ

に
、
乙
と
し
の
市
県
民
税
の
改
正
点
に
つ
い

て
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

者
、
扶
養
親
族
の
所
得
限
度
が
、

給
与
所
得
、
事
業
所
得
な
ど
に
つ

い
て
は
十
万
円
か
ら
十
五
万
円

に
、
利
子
所
得
、
配
当
所
得
な
ど
に

つ
い
て
は
五
万
円
か
ら
十
万
円
に

そ
れ
ぞ
れ
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
叫

①
生
命
保
険
料
の
わ
く
内
で
所
得
控

除
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
心
身

障
害
者
扶
養
共
済
制
度
に
も
と
づ

く
掛
金
は
、
そ
の
全
額
が
控
除
さ

れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

④
白
色
事
業
専
従
者
の
専
従
者
控
除

限
度
額
が
十
五
万
円
か
ら
十
六
万

五
千
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

-2-

〉は46年度控除額
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こ
の
た
び
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

支
援
を
得
ま
し
て
、
魚
津
市
長
当
選

の
光
栄
に
あ
ず
か
り
、
感
激
し
て
い

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

乙
と
し
は
、
市
制
が
施
行
さ
れ
て

ち
ょ
う
ど
二
十
年
、
そ
の
六
代
目
の

市
長
と
し
て
市
政
を
担
当
す
る
と
と

に
な
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り
微
力
で

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
的
確
な
施
策

を
み
き
わ
め
て
、
積
極
的
な
姿
勢
を

も
っ
て
、
市
議
会
と
協
力
一
致
、
関

係
各
位
と
と
も
に
市
政
の
伸
展
に
、

ま
た
市
民
の
福
祉
増
進
に
努
力
い
た

す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
く
に
私
は
、
過
去
の
体
験
を
十

分
生
か
し
、
対
話
の
あ
る
市
政
の
推

就
任
の
あ
い
さ
つ

づ

!

'
 

d
』

ご
ざ
い
ま
す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
信
頼
と
、
ご
期
待
に
こ
た
え
る
よ

う
と
ん
身
の
努
力
を
傾
注
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

魚
津
市
は
、
富
山
県
東
部
に
お
け

る
中
心
都
市
と
し
て
、

飛
躍
を
は
か

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
早
急
に
な
す
べ
き
乙
と
が
山
積

おう報広

あ

さ

つ

議

長

中

尾

政

し、
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こ
の
た
び
、
一
般
選
挙
後
の
初
市

議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
の
要
職

に
再
選
さ
れ
、
ま
乙
と
に
先
栄
に
存

ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
も
と
よ
り

浅
学
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
新

た
な
意
欲
を
も
っ
て
ま
い
進
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
え
は
、
新

議
会
に
お
け
る
職
責
の
重
大
さ
を
自

覚
し
、
明
朗
な
市
政
と
~
誠
実
な
議

会
運
営
を
は
か
る
と
と
も
に
、
っ
と

，
め
主
世
論
を
傾
聴
し
て
、
み
な
さ
ん

γ
ゆ
声
詮
議
会
に
反
映
す
る
よ
う
っ
と

市
長

河

良

清

七

進
と
、

清
新
発
ら
つ
と
し
た
市
政
を

築
く
こ
と
を
目
標
に
、
「
愛
と
う
る

お
い
」
の
あ
る
住
み
よ
い
都
市
づ
く

り
に
力
を
そ
そ
ぎ
た
い
と
思
い
ま

す。
ど
う
か
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

指
導
、
ご
支
援
の
ほ
ど
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ど
う
か
市
民
の
み
な
さ
ん
、
あ
た

た
か
い
ご
支
援
、
ど
協
力
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
念
願
し
ま
し
て
、

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

~I議機j際機Ijll ③
た
ば
こ
消
費
税

た
ば
乙
消
費
税
は
、
た

ば
こ
の
小
売
価
格
に
含
ま

れ
て
お
り
、
市
内
の
販
売

屈
で
売
ら
れ
た
た
ば
こ
の

本
数
に
よ
っ
て
、
日
本
専

売
公
社
が
消
費
者
に
か
わ

っ
て
市
へ
納
付
す
る
税
で

す。

た
ば
乙
消
費
税
額
は
・
・
・
・・・
専
売
公

社
が
販
売
庖
に
売
渡
し
た
た
ば
乙
の

本
数
×
全
国
平
均
小
売
価
格
×
百
分

の
一
八
・
一
(
税
率
)
と
な
っ
て
い

ま
す
。全
国
平
均
小
売
価
栴
と
は
、
前
年

の
2
月

1
日
か
ら
翌
年
の

1
月
白
日

ま
で
の
全
国
総
売
上
げ
額
を
、

全
国

総
売
上
げ
本
数
で
除
し
て
得
た
「
た

ば
乙
」
一
本
あ
た
り
の
平
均
価
格
で

す
。
釘
年
度
の
た
ば
乙
消
費
税
に

適
用
さ
れ
る
額
は
四
円
九
銭
四
厘
で

す。
な
お
、
必
年
度
は
、
ゃ
く
六
千
七

百
万
円
が
市
の
収
入
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
出
張
の
際
の
た
ば
こ
な
ど
、

ぜ
ひ
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
。

季節の話題

歯の衛生週間

4日から歯の衛生週間がは
じまります。統計によります

と、日本人の85%はムシ歯か
歯措膿漏だというととです。

歯のいい悪いは、子どものと

きからの心掛けにもより、こ

れは3歳ぐらいまでに歯なら
びがほぼ完成するからです。

と乙ろが4歳の子どもの90
%がすでにムシ歯になってい

るといわれます。どうせ永久

歯に生え変わるんだからと痛

みを 訴えるまで放っておく

と、後がたいへんですo丈夫

な永久歯を育てるためには、

乳歯のうちに治療しておかな

ければなりませんo

以
上
の
ほ
か
、

障
害
者
、
未
成
年

者
、
老
年
者
、
寡
婦
で
、
前
年
中
の

所
得
金
額
が
三
十
八
万
円
(
改
正
前

三
十
五
万
円
)
ま
で
の
場
合
は
、
非

課
税
と
な
り
ま
し
た
。

市県民税の計算

800.000円ー (28.000円+27.500円+140.000円
社会保険料 生命保険料 配偶者控除

+330.000円+150.000円)=124.000円
扶養3人主主除 2基礎鐙除 限税標司自額

(0.02+200円=2.680円(市民税〉
124.000円x ~ 

LO. 02+ 100円=2.580円〈県民税)
税率 均等割

A 
ιi 5.260円-S-ロ

①表

〈
市
県
民
税
の
計
算
例
〉

で
は
、
市
県
民
税
が
と
の
改
正
で

ど
れ
だ
け
安
く
な
る
か
、
つ
ぎ
に
計

算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、
夫
婦
と
子
ど
も
三
人

の
家
庭
で
、
必
年
中
の
課
税
所
得
金

額
が
八
十
万
円

(給
与
所
得
控
除
後

の
額
)
の
人
の
場
合
、
市
県
民
税
の

計
算
は
①
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
社
会
保
険
料
二
万
八
千
円

生
命
保
険
料
二
万
七
千
五
百
円
で
、

妻
の
所
得
が
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

税
額
を
昨
年
に
く
ら
べ
て
み
ま
す

と
、
①
表
の
よ
う
に
な
り
、
市
民
税

で

一
千
二
百
四
十
円
、

県
民
税
で
一

千
円
、
合
計
二
千
二
百
四
十
円
が

昨
年
よ
り
税
金
が
安
く
な
り
ま
し

た
。

区 分 147年度 146年度

課税所得金額 I800.000円I800.000 円

控 基 1花 150.000 140.000 

配 イ国 者 140.000 130.000 

除 扶養 (3人〉 330.000 300.000 

社会保険料 28.000 28.000 
額 生命保険料 27.500 27.500 

課税標準額 I124.000 I 174.000 

市民税
所 得 2.480 3.720 

均 等 200 200 

民県税
所 f専 害リ 2.480 3.480 

均 等 害』 100 100 

年 税 額| 7.500 

昨年と税額比較①表
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体
力
づ
く
り
に
役
立
て
る
た
め
、
こ

と
し
は
、
西
部
中
体
育
館
と
村
木
小
講

堂
が
夜
間
開
放
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
教

委
で
は
、
乙
れ
に
あ
わ
せ
て
つ
ぎ
の
よ

う
に
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
ひ
ら
き
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
各
教
室
開
設
の
叩
目

前
ま
で
市
教
委
へ
お
申
込
み
く
だ
さ

'uu・

おう報

-
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
'
教
室
H
6
1
7月
の

毎
週
水
曜
日
、
一
般
婦
人
を
対
象
に

西
部
中
体
育
館
で
開
催
ザ

広

-
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
教
室

H
8月
の
毎
週

木
曜
日
、
勤
労
青
少
年
を
対
象
に
西

部
中
体
育
館
で
c

-
卓
球
教
室

H
9月
の
毎
週
水
曜
日
、

小
中
学
生
を
対
象
に
村
木
小
講
堂
で

ま
た
四
月
に
は
西
部
中
体
育
館
で
実

化
出
。

第3種郵便物箆可

-
体
操

・
体
力
づ
く
り
教
室

u
m
l
u

月
の
毎
週
水
曜
日
、

一
般
婦
人
、
壮

年
を
対
象
に
村
木
小
講
堂
で
実
施
。

-
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

H
1
1
2

月
の
毎
水
曜
日
、
勤
労
青
少
年
を
対

象
に
西
部
中
体
育
館
で
開
催
。

・
以
上
の
教
室
は
午
後

6
時
加
分
か
ら

室ひ
ら
ぐ

西
部
中
、
村
木

小
講
堂
で

9
時
ま
で
ひ
ら
か
れ
、
定
員
三
十
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

-
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
教
室

市
内
在
住
の
小
中
高
校
生
お
よ
び
勤

労
青
少
年
を
対
象
に

6
月
白
日
か
ら

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
ひ
ら
か
れ
ま

す
。
希
望
者
は

6
月
日
日
(
土
)
ま

で
市
教
委
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

1
0
 

-
V
 会与;

'
 

ほ
，
，

国
民
年
金
で
は
、
い
ま

同
凶
吋

…
ま
で
加
入
洩
れ
に
な
っ
て

|
汁
・

掛
金
し
な
か
っ
た
人
や
、

加
入
し
て
も
末
納
に
な
っ
て
い
る
人
の

た
め
に
、
二
年
以
上
さ
か
の
ぼ
っ
た
保

険
料
(
時
効
に
か
か
っ
て
、
本
来
な
ら

納
め
る
と
と
が
で
き
な
い
保
険
料
)
も

掛
金
で
き
る
よ
う
に
特
別
の
措
置
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
と
の
特
別
措
置
も
6
月
初

日
で
期
限
切
れ
に
な
り
ま
す
。
該
当
す

未
加
入
、

市
教
委
で
は
、

乙
と
し
成
人
式
を

迎
え
ら
れ
た
人
を

対
象
に
立
山
へ
集

団
登
山
を
し
ま

す
。
参
加
希
望
者

は、

6
月
四
日

(

月
)
ま
で
、
市
教

委
社
会
教
育
課
へ

お
申
込
み
く
だ
さ

'
H
V
 
マ
期
日
H
G
月
M

lMω
日
の
二
日
間

マ
日
程

H
M
日
電
鉄
魚
津
駅
発
午
前

8

時
加
分
の
電
車
で
出
発
、
立
山
駅
|

室
堂
!
一
の
越
で
一
泊
、
翌
日
は
立

山
登
頂
l
室
堂
(
午
前
回
時
日
分
発

)

|
立
山
駅
|
電
鉄
魚
津
駅
(
午
後

3
時
必
分
着
)
の
予
定
で
す
。

マ
会
費
H
交
通
費
、

宿
消
費
を
合
め
て

山

一

登

一

一
の
・

μ
一

一
者

立

一

一
人
一
成

6
月
末
で
終
わ
る

未
納
者
の
特
別
措
置

る
人
は
、
い
ま
す
ぐ
市
役
所
市
民
課
へ

申
し
出
て
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

証
書
の
書
替
え

支
払
い
を
受
け
た
ら
市
役
所
へ

老
齢
福
祉
年
金
は
、
毎
年
所
得
状
況

届
に
よ
っ
て
、
そ
の
年
の
年
金
が
支
給

さ
れ
る
か
停
止
さ
れ
る
か
が
き
ま
り
ま

す
。
乙
の
所
得
状
況
調
査
後
、
県
で
審

査
の
う
え
、
国
民
年
金
証
書
に
支
払
額

二
千
六
百
円
、
ほ
か
に
米
七
百
五
十
川

管
(
五
合
〉
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ー

マ
募
集
人
員
リ
三

十

名

ー

マ
参
加
者
の
打
合
せ
会
は
、

6
月
四
白
川

(
金
)
午
後

7
時
か
ら
青
少
年
ホ
1

川

ム

で

行

な

わ

れ

ま

す

。

川

寄

付

川

マ
十
万
円
H
下
新
町
安
田
倫
蹴
マ
一

万
円
日
大
町
針
川
重
蔵

マ一

万
円
H
U

川

道
坂
田
城
一
郎
マ
一
万
円
リ
本
江
新
川

町
吉
田
久
子
マ
五
千
円
H
南
町
二
区
川

島
谷
茂
マ
五
千
円
H
南
町
堀
み
つ
(
川

以
上
香
典
返
し
の
一
部
を
)
マ
一
万
川

円
リ
匿
名
マ
二
千
円
H
八
代
町
友
田
川

道
治
マ
衣
料
八
十
点
H
中
央
通
り
沢
川

泉

呉

服

居

川

が
記
入
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
証
書

川

が
市
役
所
へ
届
か
な
い
と
、
釘
年
度
の
川

支
払
額
が
記
入
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

5
川

月
期
の
支
払
い
を
早
く
受
け
ら
れ
る
よ

川

う
お
願
い
し
ま
す
。

ー

ま
た
、
乙
と
し
七
十
歳
に
な
ら
れ
る
川

明
治
部
年

4
月
2
日
i
同
初
年
4
月
1
川

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
は
、
誕
生
日
が
川

す
ぎ
た
ら
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
権
者
川

に

な

り

ま

し

ょ

う

。

川

そ
の
請
求
手
続
き
は
、
市
役
所
市
民

川

謀
国
民
年
金
係
で
し
て
く
だ
さ
い
。
請

川

求
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、住
民
票
、川

戸
籍
抄
本
各
一
通
、
印
鑑
、
恩
給
や
扶
川

助
料
な
ど
を
受
け
て
い
る
場
合
そ
の
証
川

書
で
す
。

川

予
防

小

児

マ

ヒ

生

ワ

該
当
者
は

'

昭
和
必
年
7

ク
チ
ン
の
服
用

月
1
日
l
u

年

1
月
白
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
(

一
回
目
〉
と
、
必
年

2
月
1
日
l
同

年
6
月
初
日
ま
で
生
ま
れ
た
人
(
二

回
目
)
で
す
。
ま
た
、
い
ま
ま
で
二

回
飲
ん
だ
乙
と
の
な
い
人
も
お
い
で

く
だ
さ
い
。

V
道
下
、
上
野
方
、
上
中
島
、
片
貝

校
下
日
6
月
日
日
(
火
〉

V
大
町
、

経
団
、
松
倉
、
村
木
校
下

H
6月
M
日
(
水
)

V
本
江
、
加
積
、
西
布
施
、
天
神
校

下
H
6月
日
日
(
木
)

V
都
合
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
リ

6
月
初
日
(
火
)

・
場
所
は
い
す
れ
も
市
民
会
館

・
受
付
時
間
は
午
後

1
i
2時
ま
で

-4一

日

本

脳

炎

満
三
歳
以

上
六
十
五
歳

予

防

接

種

ま

で

の
人
を

対
象
に
日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
行
な

い
ま
す
。
初
め
て
受
け
る
人
は
二
回

毎
年
受
け
て
い
る
人
は
一
回
受
け
る

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
料
金
は
一

回
に
つ
き
三
歳

l
六
歳
が
百
十
円
、

六
歳
以
上
百
六
十
円
で
す
。

校

下

第

一

回

第

二

回

目
uw

田
口

R
U
目
刀

初

日

計

日

初

日

幻

日

場
所

山片
女貝

小
学
校

保
育
園
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ま
も
な
く
つ
ゆ
と
な
り
ま
す
が
、
乙

の
時
期
に
は
、
交
通
事
故
が
ふ
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め

6
月

幻
日

(水
〉
か
ら
初
日

(金
〉
ま
で
の

十
日
間
、
県
下
い
っ
せ
い
に
交
通
事
故

防
止
運
動
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

乙
の
期
間
中
は
、
①
子
ど
も
と
老
人

の
保
諮
誘
導
①
正
し
い
歩
行
の
厳
守

①
安
全
運
転
の
確
保
@
踏
切
事
故
の

防
止
を
重
点
に
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

おつ報

助
成
範
囲
広
が
る

身
障
者
自
動
車
免
許

教
習
費
用
の
補
助

広47. 6. 1 

県
で
は
、
身
障
者
が
自
動
車
の
免
許

を
と
る
場
合
、
そ
の
人
の
収
入
状
況
に

応
じ
て、

教
習
費
用
の
補
助
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
助
成
範
囲
が
大
幅
に

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
は
、
手
足
が
不
自
由
な
た

め
、
普
通
自
動
車
を
操
作
で
き
な
い
人

が
、
特
殊
自
動
車
に
よ

っ
て
免
許
を
と

る
場
合
、
そ
の
運
転
適
正
検
査
に
合
格

さ
れ
た
人
だ
け
が
助
成
の
対
象
に
な
っ

て
い
ま
し
た。

こ
れ
か
ら
は
、
身
障
者
手
帳
を
も
ち

特
殊
自
動
車
を
必
要
と
し
な
い
人
、
つ

ま
り
視
覚
、
聴
覚
、
軽
度
の
肢
体
不
自

雨期です。 …

交通事故にご注意

い福 すれ由
。祉教。ばな
事習 教人
務を 習も
所受費
でけ 用運
手ら 補転
続れ 助適
きる の正
を 人 対検
しは 象査
て 、 にに
く市 な合
だ社 り格
さ会 ます

重

度

身

障

者

重
度
身
体
障

害
者
に
特
殊
寝

に

特

殊

寝

台

台
が
貸
与
さ
れ

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
人
は
、
市
社
会
福

祉
事
務
所
へ
貸
与
申
請
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
乙
れ
は
身
障
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
、
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
害

が
一

l
二
級
程
度
の
も
の
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

マ
貸
与
期
間
H
寝
台
を
必
要
と
し
な
く

な
る
ま
で
の
間

マ
貸
与
料
H
無
料

アメリカシロヒ

…周囲の樹木にいませんか?

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト

リ
の
発
生
す
る
時
期
と

な
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
の
ご
家
庭
の
周
辺
の

樹
木
に
幼
虫
が
発
生
し

て
い
な
い
か
、
よ
く
注

意
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

防
除
の
時
期
は
、

一

回
目
が

6
月
上
旬

i
7

月
上
旬
、
二
回
目
が

8

月
中
旬
J
9月
中
旬
が

トリ
適
期
で
す
。

マ
・・・
各
家
庭
で
防
除
さ
れ
る
場
合
、

薬
剤
は
無
料
で
お
わ
け
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
防
除
機
も
貸
出
し
て
い
ま
す

か
ら
、
希
望
者
は
市
役
所
農
政
課
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い。

マ
:・
ま
た、

市
の
指
定
防
除
員
が
設

身

障

者

の

県
身
障
者
更
生

相
談
所
で
は
、
巡

更

生

相

談

回
相
談
を
行
な
い

ま
す
。
身
障
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

い
人
、
補
装
具
の
交
付
お
よ
び
修
理
を

受
け
た
い
人
な
ど
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

H
6
月
お
日
(
水
)
午
後

1
時

か
ら
3
時
ま
で

マ
場
所
H
市
民
会
館
第
四
会
議
室

ろ

う

あ

者

の

県
ろ
う
あ
福

祉
協
会
で
は
、

手

話

講

習

会

言
葉
に
よ
る
意

志
疎
通
の
困
難
な
ろ
う
あ
者
の
手
話
講

習
会
を
、
6
月
か
ら
四
月
ま
で
毎
月
二

回

(日
曜
日
)
県
社
会
福
祉
会
館
で
ひ

ら
き
ま
す
。
受
講
希
望
者
は

6
月
四
日

(土
)
ま
で
市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
お

申
込
み
を
。

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
防
除
員
は
黒
部
市

川

荻
生
中
坪
正
義

(電
話
回
局

1
4
8
7
川

番
)

で
す
、
防
除
を
希
望
さ
れ
る
人

川

は
、
市
役
所
農
政
課
(
沼
局

2
2
0
0
川

番
〉
へ
お
申
出

く
だ
さ
い
。

乙
の
場

川

合
、
作
業
し
た
時
間
と
使
用
薬
剤
量
な

川

ど
に
よ
り
計
算
し
た
料
金
を
、
現
金
で

州

支
払
い
し
て
い
た

E
R
F

=p

t
ー

だ
く
こ
と
に
な
り

目
隠
園
町

Y

-u・凶・・・圃'
冒anH
"

ま
す
。

'4aa唱
‘

1

灯

年

度

く
み
取
り
料
集
金
人

山

市
で
は
、
昭
和
釘
年
度
分
の
し
尿
く

川

み
取
り
手
数
料
集
金
人
を
次
の
よ
う
委

川

託
し
ま
し
た
。
集
金
人
に
は
、
委
託
し

川

た
こ
と
を
証
す
る
事
務
委
託
票
を
交
付

川

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
審
の
場
合

酬

は
、
委
託
票
の
呈
示
を
求
め
て
く
だ
さ

州

二
宮
佐
代
子
(
村
木
)
小
善
孝
志

川

(
大
海
寺
野
)
堤
谷
美
知
枝
(
青

川

島
)
寺
田
せ
つ
(
住
吉
〉
三
井

川

郁
子

(道
坂
)

村
上
清
作
(
宮
津

川

)

谷
林
寿
美
子
(
村
木
町
)
米

川

田
富
子

〈新
塩
屋
町
)
筒
瀬
容
子

川

(経
田
中
町
)
上
野
ハ
ツ
エ
(
六

川

郎
丸
)
細
田
と
み
子
(
仏
又
)

川

高
橋
富
滋
栄
(
三
ケ
)
北
野
伶
子

川

(
田
方
町
)
法
原
ち
え
子
(
双
葉

川

町
)
谷
越
美
恵
子
(
青
島
)
沢

川

田
悦
子
(
吉
島
)
中
島
千
恵
子

(川

本
江
〉
幅
咲
子
(
吉
島
)
朝
野

川

悦
子
(
岡
経
団
)

川

大
町

小
学
校

21 
日

7 6 6 ~ 28 
日日日日

小
学
校

小
学
校

小
学
校

西
布
施

経
由
吉
島

問
日
鈎
日
初
日

7
月

松
倉

3
日

日

日

小

学

校

住
吉

3

H

m

日

小

学

校

村
木

4
日

日

日

小

学

校

古
鹿
熊

5
目

白

日

分

校

白
倉

5
日

四

臼

小

学

校

坪
野

5
日

ロ

日

分

校

受
付
時
間
は
午
後

1
時

i
2
時

胃

ガ

ガ
ン
の
早

期
発
見
の
た

婦

人

検

診

め
、
胃
ガ
ン

と
婦
人
検
診
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

圃
婦
人
検
診

マ
坪
野
分
校

H
7
月
沼
田
午
後
ロ
時

州
制
分

i
1時

マ
松
倉
小
学
校
日

7
月

m日
午
後

l

時
加
分

i
2
時
別
分

・
料
金
は
二
百
五
十
円
で
す
0

・
胃
ガ
ン
検
診

マ
下
中
島
公
民
館

1
7
月
初
日
午
前

9
時
的
分
{
叩
時

マ
片
貝
小
学
校

H
7
月
幻
日
午
前

9

時
羽
分

i
m時

・
料
金
は
三
百
円
で
す
。

希
望
者
は
、

7
月
刊
日
(
月
)
ま
で

市
役
所
保
険
衛
生
課
へ
お
申
込
み
を

ン

今
回
は
「

妊
娠
、
分
べ

ん
の
生
理
と
異
常
」
に
つ
い
て
越
野

先
生
の
講
話
と
、
映
画
「
妊
娠
中
の

日
常
生
活
、
食
事
と
栄
養
」
が
あ
り

ま

す

。

{

次
ベ
1
グ
へ

}

母

親

学

級
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交

通

傷

害

保

険

市

民

の

1

な
さ
ん
が
、

に

ご

加

入

を

万

一

交

通

事

故
に
あ
わ
れ
た
と
き
、
見
舞
金
が
も
ら

え
る
市
民
交
通
傷
害
保
険
は
、

4
月
よ

り
更
新
さ
れ
ま
し
た
が
、
加
入
者
は

4

月
末
で
三
千
二
百
人
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
保
険
は
一
人
一
カ
月
四
十
円

で、

6
月
中
に
加
入
さ
れ
る
と
き
、
一

人
四
百
円
と
な
り
ま
す
。
交
通
事
故
の

際
は
、
死
亡
の
五
十
万
円
を
展
高
に
、

十
段
階
に
わ
か
れ
て
見
舞
金
が
も
ら
え

ま
す
。ま
だ
加
入
手
続
き
が
遅
れ
て
い
る
人

は
、
家
族
ぐ
る
み
で
加
入
し
ま
し
ょ

う
。
手
続
き
は
市
役
所
市
民
課
で
ど
う

ぞ。

おつ報広第3種郵便物認可

児

童

手

当

の

児

童
手
当

の
支
給
を
受

現

況

届

の

提

出

け

て

い

る

人

は
、
毎
年

6
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況

届
」
を
出
し
て
い
た
だ
く
と
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
届
け
は
、
手
当
を
受

け
て
い
る
人
の
前
年
中
の
所
得
や
、
児

童
の
扶
養
関
係
な
ど
に
つ
い
て
書
い
て

い
た
だ
く
書
類
で
、
こ
の
届
け
出
に
よ

っ
て
、
手
当
を
引
続
き
受
け
る
資
格
が

あ
る
か
ど
う
か
が
審
査
さ
れ
る
も
の
で

す
。
届
出
用
紙
は
、
市
役
所
に
あ
り
ま

す
か
ら
印
鑑
、
年
金
証
書
を
お
持
ち
の

う
え
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
お
い
で

く
だ
さ
い
。

一

人

ぐ

ら

し

の

六

十

歳
以
上
の
一

老

人

を

一

日

招

待

人

々

ら
し

の
お
と
し
よ
り
を
対
象
に

6
月
四
日
(

月
)
立
山
町
千
寿
ケ
原
「
称
名
荘
」
へ

一
日
保
養
を
目
的
に
招
待
会
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
出
欠
状
況
は
、
近
く
民
生
委

員
が
確
か
め
に
行
く
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
。四
日
は
バ
ス
で
午
前

8
時
市
民
会
館

前
を
出
発
し
、
午
後

5
時
ご
ろ
帰
る
予

定
で
す
。
交
通
費
、
中
食
、
お
飲
物
な

ど
い
っ
さ
い
無
料
で
す
。

国
税
局
で
は

税
務
大
学
校
学

生
を
募
集
し
て

税
務
大
学
校

学

生

募

集

い
ま
す
。

税
務
大
学
校
は
、
税
務
の
仕
事
に
従

事
す
る
職
員
を
養
成
す
る
た
め
の
国
税

庁
の
研
修
機
関
で
、
一
年
間
に
わ
た
り

専
門
教
育
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
在
学
中
は
、
国
家
公
務
員

と
し
て
、
月
額
三
万
四
千
円
の
給
与
の

ほ
か
手
当
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

応
募
資
格
は
、
国
家
公
務
員
採
用
初

級
試
験

(
税
務
)
合
格
者
か
ら
採
用
さ

れ
、
昭
和
幻
年

4
月
2
日
か
ら
同
初
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
で

す
。
受
付
期
間
は

7
月
5
日
か
ら
初
日

ま
で
で
す
。
く
わ
し
い
乙
と
は
、
魚
津

税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
三
二
ハ
号

6
月
の
交
川

通
事
故
巡
回
川

相
談
は
、
6
日
(
火
)
と
釘
日
(
火
)
午
川

前
日
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で
市
役
所
第
川

三
会
議
室
で
ひ
ら
か
れ
ま
す
。
ま
た
臼
川

日
(
火
)
に
も
県
総
合
庁
舎
県
民
相
談
川

室
で
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

山

簡

易

保

険

郵
政
局
で
は
、
川

簡
易
保
険
の
児
童

川

作

文

募

集

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
'
川

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募
作
品
川

は
6
月
初
日
ま
で
魚
津
郵
便
局
保
険
課
川

へ

提

出

し

て

く

だ

さ

い

。

川

マ
資
栴
リ
小
学
校
五

i
六
年
生
、
中
学
川

校
一

i
三
年
生

マ
課
題
H
①
簡
易
保
険
ま
た
は
こ
れ
に

川

関
連
し
た
も
の
①
自
由
題

川

郵
便
局
で
川

郵
便
局
の
沖
縄
返
還

}
、
仰
縄
返
川

記

念

証

書

還
を
記
念
し
川

て
、
簡
易
保
険
加
入
者
や
郵
便
貯
金
さ
川

れ
た
人
に
、

抑
制
問
の
民
族
衣
裳
を
あ
し

川

ら
っ
た
美
し
い
記
念
証
書
を
発
行
し
て
川

お
り
ま
す
。
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
こ
の
機
会

川

に
ぜ
ひ
郵
便
局
で
記
念
証
書
を
お
手
も
川

と
に
。 交

通
事
故
相
談

マ
日
時
日

6
月
四
日
ハ
金
)
午
後
1

時
!
3時
加
分

マ
場
所
リ
魚
津
保
健
所

6
月
か
ら
住

住

民

検

診

民
検
診
が
は
じ

ま
り
ま
す
。

6
月
は

m日
(
木
)
午

前
日
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で
白
倉
小

学
校
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
対
象
地
区

は
大
熊
、
鉢
、
虎
谷
で
す
。

毎
週
金
曜
日
に

魚
津
保
健
所
で
乳

児
検
診
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
日
月
の
第
五
金
曜

日

(初
日
)
は
、
都
合
で
取
り
や
め

に
な
り
ま
し
た
。

6
月
初
日
の

乳
児
検
診
中
止

八
日
曜
日
の
当
番
医

V

V
6
月

4
日
H
(同日
)
本
江
浦
田
外

斜
病
院
(
夜
)
本
江
沢
口
外
斜
医
院

v日
日
リ
(
展
)
火
の
宮
町
沢
口
医

院

(
夜
)
本
江
宮
元
医
院

V
U
日

H
(昼
)江
口
魚
崎
作
神
経
サ
ナ
ト
リ
ー

ュム

(
夜
)
友
道
晒
屋
医
院

VMω

日
リ
(
昼
)
北
鬼
江
福
田
病
院
(
夜

)
新
金
屋
一
丁
目
森
本
医
院

V
7

月
2
日
H
(昼
)
中
央
通
り
二
丁
目

桝
崎
医
院

(
夜
)
島
尻
片
貝
診
療
所

- 6一

!演!劇!鑑!賞(

市教委では、演劇鑑賞を次

のようにひらきます。入場無

料ですが、整理討を発行して

いますので、希望者は市教委

へお申込みくださいD

.芸術鑑賞講座

劇団文芸座による「掃話」

を6月4日午後6時から市

民会館で開催。

.母と子の名作劇場

劇団四季による 「星からき

た少!;(Jを6月24日午後3

時から市民会館で上演っ

.青少年芸術劇場

文化座による「土」を7月
25日午後1時から市民会館
で上演。

編
集
発
行
人

本

沢

章

印
刷
所

魚
津
印
刷
株
式
会
社


